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図 42-6 には図 42-3 に示した伊万里湾湾口の St.2、湾奥の Sta.6 における海面下 5ｍおよび海底上 1ｍ

における水温・塩分の計算値と観測値の比較結果を示した．水温については海面・海底ともに高い精度で

季節変動を再現できていることが分かる。また、塩分についても、梅雨時期の低下時に誤差が大きくなる

傾向にあるものの、その他の期間は良好な再現性を確認することが出来る。 

次に海域 B について検討する．図 42-6 は ADCP によって計測された海底上 20ｍにおける東西・南北

流速の時系列との比較結果を示す．図 42-7 は海面下２ｍおよび海底上 0.5ｍにおける水温・塩分の比較

結果である．赤が観測値，青が計算値を示す．流動場および水温・塩分ともに高い精度での再現性を確認

できる． 

 

４.２.４. まとめと今後の開発方針 

 

本事業では複雑な海岸線を有する松浦半島周辺海域および長崎県五島列島を対象として，DR_D を境

界条件とした UCHI モデルを開発・適用し、その再現性の検討を行った。その結果，UCHI は複雑地形

を有する沿岸の海況に関して高い精度で再現が可能であることが明らかとなった。今後の開発課題とし

ては陸域からの淡水流入の精度向上が挙げられる．沿岸域の海況変動は陸域からの淡水流入に大きく影

響を受ける．伊万里湾での観測値との比較結果においては，梅雨時期の出水時に再現精度の低下が確認

された．今後は陸域における淡水流出モデルを導入した海-陸境界を取り除いた一体型モデルの開発を行

い，さらなる精度向上を計っていく予定である． 
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４.３. 漁場・漁獲量推定 

 

４.３.１. 福岡県 

 

福岡県が平成 29、30年度に開発したマアジ及びケンサキイカの漁場形成要因解析システム及び令和元

年度に開発した DREAMS数値モデルの海況シミュレーションデータ自動取得機能及び漁場形成要因解析シ

ステム用データへの自動変換機能を用いて漁場予測検証を行った。 

 

４.３.１.１. DREAMS数値モデルの海況シミュレーションデータ自動取得機能 

 

DREAMS 数値モデルの海況データを九州大学応用力学研究所（以下、応力研）のデータサーバから福

岡県水産海洋技術センターのドライブディスクへ毎日定時にダウンロードする機能を開発した。 

また、DREAMS 数値モデルの過去再計算データを応力研のデータサーバから手動でダウンロードする

システムを構築した。 

 

４.３.１.２. DREAMS 数値モデルの海況シミュレーションデータから漁場形成要因解析シ

ステム用データへの自動変換機能 

 

ダウンロードした DREAMS 数値モデルの海況シミュレーションデータを、漁場形成要因解析システ

ムで読み込めるデータ形式へ自動的に変換する機能を開発し、作業の効率化を図った。 

 

４.３.１.３. 漁場形成要因解析システムでの漁場予測精度検証 

 

漁場予測図作成フローチャートを図 43-1 に示した。このシステムを用いてマアジ及びケンサキイカの

漁獲データ及び該当する海況データをマッチングし、解析した漁場形成要因および漁場予測パラメータ

から作成した漁場予測と同日の操業日誌データを比較し、的中率を算出することにより漁場予測の精度

について検証を行った。 

 マアジ及びケンサキイカの漁場予測の精度検証に用いたデータを表 43-1 に示した。マアジの漁獲デー

タとして、最適パラメータの算出には平成 20～27 年度、的中率の算出には平成 28 年度のまき網漁業の

操業日誌を用いた。ケンサキイカの漁獲データとして、最適パラメータの算出には平成 20～28 年度、的

中率の算出には平成 29 年度の小型いかつり漁業（たる流し、夜いか）の操業日誌を用いた。操業日誌で

は漁獲の時間が不明なため、操業形態に合わせてまき網漁業は午前 0 時、たる流し漁業は午前 8 時、夜

いかは午後 8 時と仮定した。 

漁場予測のパラメータは 12 分メッシュ、的中率算出の範囲は DREAMS_D の解像度である約 1.5km

メッシュとした。 

まき網漁業の漁獲データを用いて作成したマアジの月別最適パラメータを表 43-2 に示した。パラメー

タは月により異なるが、主に水温、塩分、塩分鉛直差分であった。 

月別反応強度別の的中率を図 43-2、平成 28 年 6 月 18 日の漁場予測図及び操業場所を図 43-3 に示し
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た。反応強度 0.5 以上の的中率は 9～80％、0.7 以上の的中率は 0～47％であった。マアジ漁獲量が少な

い 9～11 月の的中率が低かった。 

 

 

図 43-1 漁場予測図作成フローチャート 

 

 

表 43-1 漁場予測の精度検証に用いたデータ 

 

 

マアジ
ケンサキイカ
（たる流し）

ケンサキイカ
（夜いか）

操業日誌
まき網

（平成元～28年度）
小型いかつり

（平成20～29年度）
小型いかつり

（平成20～29年度）

海況データ

　DREAMS_D
　・水温、塩分
　・海面高
　・水温、塩分鉛直差分
　・水温、塩分水平勾配

　DREAMS_D
　・水温、塩分
　・海面高
　・水温、塩分鉛直差分
　・水温、塩分水平勾配

　DREAMS_D
　・水温、塩分
　・海面高
　・水温、塩分鉛直差分
　・水温、塩分水平勾配

操業時間 午前0時 午前8時 午後8時

最適パラメータ算出
に用いたデータ

平成20～27年度 平成20～28年度 平成20～28年度

的中率算出に用いた
データ

平成28年度 平成29年度 平成29年度
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表 43-2 マアジに関するまき網漁業月別パラメータ 

 

 

 

図 43-2 マアジに関するまき網漁業月別的中率（平成 28 年度操業） 

 

小型いかつり漁業のうち、たる流しの漁獲データを用いて作成したケンサキイカの月別最適パラメー

タを表 43-3 に示した。パラメータは月により異なるが、主に水深別の水温、塩分、塩分鉛直差分であっ

た。 

月別反応強度別の的中率を図 43-4、平成 29 年 5 月 25 日の漁場予測図及び操業場所を図 43-5 に示し

た。反応強度 0.5 以上の的中率は 25～92％、0.7 以上の的中率は 0～85％であった。 

 

月

4  50m水温 100m水温 50-100m塩分鉛直差分

5  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

6  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

7  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

8  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

9  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

10  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

11  100m塩分 0-50m塩分鉛直差分 50-100m塩分鉛直差分

12  100m塩分 0-50m塩分鉛直差分 50-100m塩分鉛直差分

要素
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図 43-3 マアジ漁場予測図及びまき網操業場所（平成 28 年 6 月 18 日） 

 

表 43-3 ケンサキイカに関するたる流し漁業月別パラメータ 

 

月

1  塩分 50m塩分 0-50m塩分鉛直差分

2  塩分 50m塩分 0-50m塩分鉛直差分

3  塩分 50m塩分 100m塩分

4  塩分 50m塩分 100m塩分

5  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

6  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

7  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

8  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

9  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

10  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

11  100m塩分 0-50m塩分鉛直差分 50-100m塩分鉛直差分

12  100m水温 0-50m塩分鉛直差分 50-100m塩分鉛直差分

要素
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図 43-4 ケンサキイカに関するたる流し漁業月別的中率（平成 29 年度操業） 

 

 

図 43-5 ケンサキイカ漁場予測図及びたる流し漁業操業場所（平成 29 年 5 月 25 日） 

 

小型いかつり漁業のうち、夜いかの漁獲データを用いて作成したケンサキイカの月別最適パラメータ

を表 43-4 に示した。パラメータは月により異なるが、主に水深別の塩分、塩分鉛直差分であった。 

月別反応強度別の的中率を図 43-6、平成 29 年 5 月 25 日の漁場予測図及び操業場所を図 43-7 に示し

た。反応強度 0.5 以上の的中率は 25～92％、0.7 以上の的中率は 0～85％であった。 
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表 43-4 ケンサキイカに関する夜いか漁業月別パラメータ 

 

 

 

図 43-6 ケンサキイカに関する夜いか漁業月別的中率（平成 29 年度操業） 

 

 

 

月

1  100m塩分 0-50m塩分鉛直差分 50-100m塩分鉛直差分

2  100m塩分 0-50m塩分鉛直差分 50-100m塩分鉛直差分

3  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

4  50m塩分 100m塩分 0-50m水温鉛直差分

5  50m塩分 50-100m塩分鉛直差分 100m塩分水平勾配

6  50m塩分 50-100m塩分鉛直差分 100m塩分水平勾配

7  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

8  水温 100m塩分 100m塩分水平勾配

9  水温 海面高 100m塩分

10  50m塩分 100m塩分 50-100m塩分鉛直差分

11  塩分 50m塩分 100m塩分

12  0-50m塩分鉛直差分 50-100m塩分鉛直差分 塩分水平勾配

要素



４．３．漁場・漁獲量推定 

 

‒ 109 ‒ 

 

 

図 43-7 ケンサキイカ漁場予測図及び夜いか漁業操業場所（平成 29 年 6 月 15 日） 

 

 

今回、マアジ及びケンサキイカを対象にまき網漁業、小型いかつり漁業（たる流し、夜いか）の漁獲

データを用いて漁場予測の精度検証を行った。 

マアジ及びケンサキイカの的中率は、月によりばらつきがあった。その要因のひとつとして最適パラ

メータに水温や塩分が含まれると場所による変化が少ないため漁場予測の範囲が広くなり的中率が高

くなるが、パラメータに塩分水平勾配が含まれると漁場予測の範囲が狭くなり、的中率が低くなると考

えられる。 

今回、魚種別漁業種類別の最適パラメータは、操業日誌に漁獲した時の時間や水深が記載されていな

いため、漁獲データと操業形態から仮定した時間の海況データをマッチングして算出した。 

今後、漁業者の協力を得て操業日誌を改善するなどして漁獲した時の時間や水深を取得することに

より、時間別水深別の漁場形成要因の解析が可能となり漁場予測の精度向上が期待できる。また、漁場

予測の活用方法については漁業者と検討する必要がある。 

 

 

４.３.２. 佐賀県 

 

４.３.２.１. 漁場・漁獲量推定の取組内容 

 

今年度の漁場・漁獲量推定における内容は以下の 3 項目である。 

 

① 九州大学応用力学研究所より提供される DREAMS 数値モデルの海況データを佐賀県玄海水産振

興センター内のドライブディスクへ毎日定時にダウンロードする機能の付加。 

② 平成 30 年度までに開発したケンサキイカとトラフグを対象にした漁場予測システムを用いて漁場


